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1. 関連マニュアル 
 
本資料に関連するマニュアルは以下のとおりです。 
システムを安全にご使用いただくため、システムを構成する機器・装置のマニュアルや取扱

説明書などを必ず入手し、「安全上のご注意」「安全上の要点」など安全に関する注意事項を

含め、内容を確認のうえ、使用してください。 
 

Man.No. 形式 マニュアル名称 
SBCA-349 形 CJ2H-CPU6□-EIP

形 CJ2M-CPU3□ 
CJ シリーズ CJ2 CPU ユニット 
ユーザーズマニュアル ハードウェア編 

SBCA-350 形 CJ2H-CPU6□-EIP
形 CJ2M-CPU3□ 

CJ シリーズ CJ2 CPU ユニット 
ユーザーズマニュアル ソフトウェア編 

SBCD-342 形 CJ1W-EIP21 
形 CJ2H-CPU6□-EIP
形 CJ2M-CPU3□ 

EtherNet/IP ユニットユーザーズマニュアル 

SBCA-337 － CX-Programmer オペレーションマニュアル 
MJ0176 形 ACON-C/CG ACON-C/CG コントローラ 

ポジショナータイプ 取扱説明書 
MJ0170 形 PCON-C/CG/CF PCON-C/CG/CF コントローラ 

ポジショナータイプ 取扱説明書 
MJ0289 形 PCON-CA/CFA PCON-CA/CFA コントローラ 

ポジショナータイプ 取扱説明書 
MJ0278 形 ACON、形 PCON EtherNet/IP 取扱説明書 
MJ0155 形 RCM-101-MW 

形 RCM-101-USB 
RC 用パソコン対応ソフト 
取扱説明書 
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2. 用語と定義 
 

用語 説明・定義 
ノード PLCやデバイスはEtherNet/IPポートを介してEtherNet/IPネットワーク

に接続されます。EtherNet/IP はネットワークに接続された、それぞれの

EtherNet/IP ポートを 1 ノードとして認識します。 
２つの EtherNet/IPポートを実装したデバイスが EtherNet/IPネットワー

クに接続されている場合、EtherNet/IP はこのデバイスを 2 ノードとして

認識します。 
EtherNet/IP はネットワークに接続された、これらのノード間でデータを

交換することにより、PLC 間の通信や PLC/デバイス間の通信を実現し

ます。 
タグ EtherNet/IP ネットワーク上で交換されるデータの 小単位をタグと呼

びます。タグはネットワーク変数名、または、物理アドレスとして定義

され、各デバイスのメモリエリアに割り付けられます。 
タグセット EtherNet/IP ネットワークでは、複数のタグでひとつのデータ単位を構成

し、このデータ単位を交換することができます。データ交換のために複

数のタグで構成された、データ単位をタグセットと呼びます。オムロン

製 PLC の場合、1 つのタグセットに、8 個までのタグを構成することが

できます。 
タグデータリンク EtherNet/IP では、ユーザプログラムを必要とせず、タグやタグセットを

ノード間でサイクリックに交換することができます。EtherNet/IP に標準

的に実装されている、この機能をタグデータリンクと呼びます。 
コネクション データの同期性を保証するデータ交換の単位をコネクションと呼びま

す。コネクションはタグやタグセットで構成されます。指定したノード

間で、同期的なタグデータリンクを開設することを「コネクションを張

る」と呼びます。コネクションが張られると、そのコネクションを構成

するタグやタグセットは指定されたノード間で同期的に交換されます。

オリジネータとター

ゲット 
タグデータリンクを行うためには、一方のノードが、「コネクション」と

呼ぶ通信回線を開設要求（オープン）します。 
コネクションを開設（オープン）する方を「オリジネータ」と呼び、コ

ネクションを開設（オープン）される方を「ターゲット」と呼びます。

タグデータリンクパ

ラメータ 
タグデータリンクの設定において、「タグ設定」「タグセット設定」「コネ

クション設定」の内容を一括にまとめた設定データのことを指します。

EDS ファイル EtherNet/IP 機器の入出力点数や EtherNet/IP 経由設定可能なパラメータ

の書かれたファイルです。 
軸番号 アイエイアイ製コントローラACON/PCONをシリアル通信で2台以上リ

ンク接続する場合は、コントローラ ACON/PCON ごとに重ならない番号

に設定します。ホスト側に一番近いコントローラ ACON/PCON を「0」
にして順次「1」「2」「3」・・・「E」「F」と設定します。 

動作モード アイエイアイ製コントローラ ACON/PCON の動作モードは 0～4（0：工

場出荷時の初期設定）の 5 種類の中から選択できます。選択したモード

により占有するバイト数や機能が変わります。 
入出力フォーマット アイエイアイ製コントローラACON/PCONの入出力フォーマットは 0～

3（3：工場出荷時の初期設定）の 4 種類の中から選択ができます。入出

力フォーマットを変更することによって、PLC の入出力エリアとの交信

域で 2 ワード内のデータをバイト単位で入れ替えて送受信することが

できます。 
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3. 注意事項 
 

(1) 実際のシステム構築に際しては、システムを構成する各機器・装置の仕様をご確認のう

え、定格・性能に対し余裕を持った使い方をし、万一故障があっても危険を 小にする

安全回路などの安全対策を講じてください。 
(2) システムを安全にご使用いただくため、システムを構成する各機器・装置のマニュアル

や取扱説明書などを入手し、「安全上のご注意」「安全上の要点」など安全に関する注意

事項を含め、内容を確認のうえ使用してください。 
(3) システムが適合すべき規格・法規または規制に関しては、お客様自身でご確認ください。 
(4) 本資料の一部または全部を、オムロン株式会社の許可なしに複写、複製、再配布するこ

とを禁じます。 
(5) 本資料の記載内容は、2013 年 8 月時点のものです。 

本資料の記載内容は、改良のため予告なく変更されることがあります。 
 

本資料で使われているマークには、次のような意味があります。 

 

正しい取り扱いをしなければ、この危険のため

に、時に軽傷・中程度の障害を負ったり、あるい

は物的損害を受けたりする恐れがあります。 
 

安全上の要点 

製品を安全に使用するために実施または回避すべきことを示します。 
 

 

使用上の注意  
製品が動作不能、誤動作、または性能・機能への悪影響を予防するために実施または回避す

べきことを示します。 
 

参考  
必要に応じて読んでいただきたい項目です。 
知っておくと便利な情報や、使用するうえで参考となる内容について説明しています。 

 
図記号の説明 
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著作権・商標について 
 
 
 スクリーンショットはマイクロソフトの許可を得て使用しています。 

Windows は米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標です。 
ODVA、EtherNet/IPTMは、ODVA の商標です。 
本資料に記載されている会社名・製品名は、それぞれ各社の商標または登録商標です。 
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4. 概要 
 

本資料は、株式会社アイエイアイ（以下、アイエイアイ）製コントローラ ACON/PCON をオ

ムロン株式会社（以下、オムロン）製 EtherNet/IP ユニットに接続する手順とその確認方法を

まとめたものです。 
具体的には、「6. 接続手順」で記載している EtherNet/IP 設定を通して、設定手順と設定時の

ポイントを理解することにより、簡単に EtherNet/IP 接続することができます。 
本資料では、CS/CJ シリーズ EtherNet/IP ユニットおよび CJ シリーズ CJ2 CPU ユニット

の EtherNet/IP 内蔵ポートを総称して、「EtherNet/IP ユニット」と表記します。 
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5. 対象機器とデバイス構成 
 

5.1. 対象機器 

接続の対象となる機器は以下のとおりです。 
 
メーカ 名称 形式 

オムロン EtherNet/IP ユニット 形 CJ1W-EIP21 
形 CJ2H-CPU6□-EIP 
形 CJ2M-CPU3□ 

オムロン CJ2 シリーズ CPU ユニット 形 CJ2□-CPU□□ 
アイエイアイ コントローラ ACON/PCON 形 ACON-C/CG-□-EP-□ 

形 PCON-C/CG/CF/CA/CFA -□-EP-□ 
アイエイアイ ロボシリンダ ― 

 

使用上の注意  
本資料の接続手順および接続確認では、上記対象機器の中から 5.2.項に記載された形式およ

びバージョンの機器を使用しています。 
5.2 項に記載されたバージョンより古いバージョンの機器は使用できません。 
上記対象機器の中から 5.2.項に記載されていない形式、あるいは 5.2.項に記載されているバ

ージョンより新しいバージョンの機器を使用する場合は、取扱説明書などにより仕様上の差

異を確認のうえ、作業を行ってください。 

 

参考  
本資料は通信確立までの接続手順について記載したものであって、接続手順以外の操作、設

置および配線方法は記載しておりません。機器の機能や動作に関しても記載しておりませ

ん。取扱説明書を参照するか、機器メーカまでお問い合わせください。 
（株式会社アイエイアイ http://www.iai-robot.co.jp） 
上記連絡先は、本資料作成時点のものです。 新情報は各機器メーカにご確認ください。 

 

参考  

コントローラ ACON/PCON に接続可能なロボシリンダに関しましては、機器メーカまでお

問い合わせください。 
（株式会社アイエイアイ http://www.iai-robot.co.jp） 
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5.2. デバイス構成 

本資料の接続手順を再現するための構成機器は以下のとおりです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
メーカ 名称 形式 バージョン

オムロン CPU ユニット 
（内蔵 EtherNet/IP ポート）

形 CJ2M-CPU32 
（CJ2M-EIP21 内蔵） 

Ver.2.0 
(Ver.2.1) 

オムロン 電源ユニット 形 CJ1W-PA202  
オムロン スイッチングハブ 形 W4S1-05C Ver.1.00 
オムロン CX-One 形 CXONE-AL□□C-V4 

/AL□□D-V4 
Ver.4.□□ 

オムロン CX-Programmer （CX-One に同梱） Ver.9.32 
オムロン Network-Configurator （CX-One に同梱） Ver.3.22 
－ パソコン(OS：Windows XP) －  
－ USB ケーブル －  
－ LAN ケーブル（ストレート） －  
アイエイアイ コントローラ ACON/PCON 形 PCON-C-42PI-EP-0-0  
アイエイアイ ROBO CYLINDER 形 RCP2-SA5C-I-42P-6-100-P3-P  
アイエイアイ EDS ファイル 368-9523-EDS_ABCC_EIP_V_2_

2.eds 
Ver.2.2 

アイエイアイ USB ケーブル 形 CB-SEL-USB010  
アイエイアイ USB 変換ユニット 形 RCB-CV-USB  
アイエイアイ 通信ケーブル 形 CB-RCA-SIO050  
アイエイアイ モータケーブル 形 CB-RCP2-MA050  
アイエイアイ エンコーダケーブル 形 CB-RCP2-PB050  
アイエイアイ RC 用パソコン対応ソフト 形 RCM-101-MW 

形 RCM-101-USB 
Ver8.02.01.
00-J 

 

 

形 CJ2M-CPU32 
（内蔵 EtherNet/IP ポート）

形 PCON-C-42PI-EP-0-0
パソコン（CX-One、 
RC 用パソコン対応ソフト

インストール済み） 
OS：Windows XP 

スイッチングハブ 
モータケーブル 形 W4S1-05C 

USB ケーブル  

LANケーブル

USB ケーブル＋USB 変換ユニット＋通信ケーブル 形 RCP2-SA5C-I- 
42P-6-100-P3-P 

エンコーダ 
ケーブル 
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使用上の注意  
該当の EDS ファイルを事前に準備してください。 新の EDS ファイルは、株式会社アイエ

イアイのホームページよりダウンロードが可能です。 
 http://www.iai-robot.co.jp/download/network.html 
なお、入手できない場合には株式会社アイエイアイまでお問い合わせください。 

 

使用上の注意  
機器固有のアイコンファイルがある場合は EDS ファイルと同一フォルダに入れておいてく

ださい。 

 

使用上の注意  
CX-Programmer および Network Configurator は、本項記載のバージョン以降に、オートア

ップデートしてください。 
なお、本項記載のバージョン以外を使用すると、7 章以降の手順に差異があることがありま

す。その場合は、「CX-Programmer オペレーションマニュアル」 (SBCA-337) および

「Network-Configurator のオンラインヘルプ」を参照して、手順と同等の処理を行ってくだ

さい。 

 

参考  
本資料では CJ2 との接続に USB を使用します。USB ドライバのインストールについては、

「CJ シリーズ CJ2 CPU ユニット ユーザーズマニュアル ハードウェア編」(SBCA-349)の
「付-5 USB ドライバのインストール」を参照してください。 

 

参考  
本資料ではコントローラ ACON/PCON との接続に USB を使用します。USB ドライバのイン

ストールについては、「RC 用パソコン対応ソフト 取扱説明書」(MJ0155)の「1.3.3 USB 変

換アダプタドライバソフトのインストール方法」を参照してください。 
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6. 接続手順 
 

6.1. ユニット設定例 

EtherNet/IP ユニットの接続手順を、下表の設定内容を例にとって説明します。 
また本資料では、EtherNet/IP ユニットおよびコントローラ ACON/PCON が工場出荷時の初

期設定状態であることを前提として説明します。各機器の初期化については「7. 初期化方法」

を参照してください。 
 

6.1.1. 設定内容 
EtherNet/IP ユニットおよびコントローラ ACON/PCON の設定内容は、以下になります。 
 

 PLC（EtherNet/IP ユニット）

（ノード 1） 
コントローラ ACON/PCON
（ノード 4） 

ユニット番号 0 - 
ノードアドレス 1 4 
IP アドレス(IPAD) 192.168.250.1 192.168.250.4 
サブネットマスク(SNMK) 255.255.255.0 255.255.255.0 
デ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イ

(DFGW) 
－ 0.0.0.0（出荷時設定） 

通信速度(FBRS) 自動 0（自動ネゴシエーション）

軸番号 － 0 
動作モード(FMOD) － 0（リモート I/O モード） 
入出力フォーマット(FMIO) － 3（出荷時設定） 
 
 

6.1.2. タグデータリンク割り付け 
コントローラ ACON/PCON のタグデータリンクの割り付けは以下になります。 

 
 出力エリア  入力エリア 
D10000CH （PLC→コントローラ ACON/PCON）

2 バイト 
D10100CH （コントローラ ACON/PCON→PLC）

2 バイト 

 
 

参考  
I/O フォーマットに関する詳細については、「株式会社アイエイアイ EtherNet/IP 取扱説明書」

の「2.6 マスタ局との交信」を参照してください。 
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6.2. 作業の流れ 

EtherNet/IP ユニットを接続設定する手順は以下のとおりです。 
 

6.3. ア イ エ イ ア イ 製 コ ン ト ロ ー ラ

ACON/PCON の設定 

アイエイアイ製コントローラ ACON/PCON の設定

を行います。 
▼  

 6.3.1. ハード設定 コントローラ ACON/PCON のハードスイッチを設

定します。 

▼  
 6.3.2. パラメータ設定 コントローラ ACON/PCON のパラメータ設定を行

います。 
▽  

6.4 EtherNet/IPユニットの設定 EtherNet/IP ユニットの設定を行います。 
▼  

 6.4.1 ハード設定 EtherNet/IP ユニットのハードスイッチを設定しま

す。 
▼  

 6.4.2 CX-Programmerの起動と 
PLCオンライン接続 

プログラミングツール「CX-Programmer」を起動し、

PLC とオンライン接続します。 
▼  

 6.4.3 I/Oテーブルの作成 CPU ユニットの I/O テーブルの作成を行います。 
▼  

 6.4.4 IPアドレスの設定 IP アドレスの設定を行います。 
▼  

 6.4.5 Network Configuratorの起動と

EDSファイルのインストール 
「Network Configurator」を起動し、EDS ファイル

をインストールします。 
▼  

 6.4.6 PLCオンライン接続と構成アッ

プロード 
PLC とオンライン接続し、ネットワーク構成のアッ

プロードを行います。 
▼  

 6.4.7 タグの設定 送信エリアと受信エリアのタグを登録します。 
▼  

 6.4.8 コネクションの設定 設定したタグに対して、ターゲットデバイスとオリ

ジネータのタグを関連付ける設定を行います。 
▽  

6.5設定転送と接続状態確認 パラメータを転送し、ネットワーク接続状態を確認

します。 
▼  

 6.5.1 パラメータの転送 設定したパラメータを接続対象機器に転送します。

▼  
 6.5.2 接続状態の確認 EtherNet/IP 通信が正しく実行されていることを確

認します。 
▼  

 6.5.3 データ割り付けの確認 正しい I/O メモリエリアにデータが割り付けられて

いることを確認します。 
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6.3. アイエイアイ製コントローラACON/PCONの設定 

アイエイアイ製コントローラ ACON/PCON の設定を行います。 
 

6.3.1. ハード設定 
コントローラ ACON/PCON のハードスイッチを設定します。 
 

使用上の注意  

電源 OFF 状態で設定してください。 

 

1 コントローラACON/PCONの電

源が OFF状態であることを確認

します。 
 
※電源 ON 状態だと、以降の操

作において手順どおりに進め

ることができない場合があり

ます。 

 

2 コントローラACON/PCON前面

のハードスイッチおよび各種コ

ネクタの位置を、右図をもとに

確認します。 

3 軸番号設定スイッチ [ADRS]を
「0」に設定します。 

 

4 ［エンコーダコネクタ］と［モ

ー タ コ ネ ク タ ］ に ROBO 
CYLINDER を接続します。 
［EtherNet/IP Port］コネクタに

LAN ケーブルを接続します。 
［電源端子台］に電源を接続し

ます。 
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6．接続手順 

 
6.3.2. パラメータ設定 

コントローラ ACON/PCON のパラメータ設定を行います。 
パラメータ設定は「RC 用パソコン対応ソフト」で行いますので、対応ソフトおよび USB
ドライバを、あらかじめパソコンにインストールしてください。 
 

参考  

ドライバ等のインストール方法については「RC 用パソコン対応ソフト（RCM-101-MW、

RCM-101-USB）取扱説明書」(MJ0155)を参照してください。 
 

 11

1 コントローラACON/PCONとパ

ソコンを USB ケーブルと USB
変換ユニット、通信ケーブルで

接続します。 
※USB ケーブルはパソコンの

［USB ポート］に、通信ケー

ブ ル は コ ン ト ロ ー ラ

ACON/PCON の［SIO コネク

タ］に接続します。 

 

2 コントローラACON/PCON前面

の モ ー ド 切 替 ス イ ッ チ を 
[MANU]側に設定します。  

3 コントローラACON/PCONに電

源を投入し、パソコンから「RC
用パソコン対応ソフト」を起動

します。  

4 ソフトインストール後の初回起

動時のみ、［アプリケーション設

定］ダイアログが表示されます。

「ポート」には「COM ポート番

号」を選択し、[OK]をクリック

します。 
 
※「パソコンのシリアルポート」

が複数存在する場合は、

Windows のデバイスマネージ

ャを表示し、「ポート（COM
と LPT）」の下の「アイエイア

イの機器が接続されている

COM ポート番号（右図の例：

COM4）」と同じポートを選択

します。 
 
※デバイスマネージャの表示は

［マイコンピュータ］を右ク

リックし、［プロパティ］を選

択して、［ハードウェア］タブ

の［デバイスマネージャ］を

クリックしてください。 

  

 



6．接続手順 

5 ソフトを起動すると、右図の［接

続軸チェック］ダイアログが表

示 さ れ 、 コ ン ト ロ ー ラ

ACON/PCON とのオンライン接

続が行われます。 
 
接続軸のチェックが 終軸（右

図の場合は［軸番号：15］）まで

終わると、［MANU 動作モード選

択］ダイアログが表示されます。

 

6 ［MANU 動作モード選択］ダイ

アログが表示されます。 
「MANU 動作モード」として［テ

ィーチモード 1（セーフティ速度

有効／PIO起動禁止）］を選択し、

[OK]をクリックします。 
 

7 5 項でオンライン接続ができな

い場合は、右図の［アラーム］

ダイアログが表示されます。 
[OK]をクリックして、ケーブル

の接続状態等を確認します。 
あるいは、メニューバーから［設

定］－［アプリケーション設定］

を選択し、ポート番号等の設定

内容を確認します。（4 項参照）
 
※コントローラACON/PCONに

再接続する場合は、メニュー

バーから［設定］－［コント

ローラ設定］－［再接続］を

選択します。（右図参照） 
 

 
 
 
 
 
 

8 メニューバーから［パラメータ］

－［編集］を選択します。 
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6．接続手順 

9 左側リストの［接続されている

軸］欄から［軸番号（ここでは

［軸 No.00］）］を選択し、［＞］

をクリックします。 
 
右図のとおり、右側リストの［選

択された軸］欄へ［軸番号］が

移動しますので、[OK]をクリッ

クします。 

 

10 ［パラメータ編集］ウィンドウ

が表示されます。 
パラメータ項目が上下にスクロ

ールしますので、次のパラメー

タを確認および変更します。 
・フィールドバス動作モード

(No.84)：0 
・フィールドバス通信速度

(No.86)：0 
・ネットワークタイプ

(No.87)：7 
・フィールドバス入出力フォ

ーマット(No.90)：3 
・IP アドレス(No.140)：

192.168.250.4 
・サブネットマスク

(No.141)：255.255.255.0 
・デフォルトゲートウェイ

(No.142)：0.0.0.0 
 
※［設定値］を修正すると、該

当の設定入力値が赤色表示と

なります。（例：［設定値］を

「1」から「0」に修正した場

合は「0」（赤字）表示となり

ます） 
 
※IP アドレス～デフォルトゲー

トウェイを変更する場合、設

定項目をダブルクリックしま

す。右図のような［パラメー

タ編集］ダイアログが表示さ

れますので、値を設定後、[OK]
をクリックします。 
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6．接続手順 

11 メニューバーから［パラメータ］

－［コントローラへ転送］を選

択します。 
 
 
 
 
右図の［確認］ダイアログが表

示されますので、内容を確認し

［はい］をクリックします。 
 
※10 項で設定値の修正がなかっ

た場合には、［確認］ダイアロ

グは表示されませんので、12
項に進んでください。 

 
 

 

12 右図の［確認］ダイアログが表

示されますので、内容を確認し

［はい］をクリックします。 
 
 
 
 
 
右図のような再起動中のウィン

ドウが表示されます。 

 

 

13 コントローラACON/PCONの再

起 動 後 、 コ ン ト ロ ー ラ

ACON/PCON 前面のモード切替

スイッチを[AUTO]側に設定しま

す。 
 
※モード切替スイッチは、コン

トローラACON/PCONの電源

が ON 状態でも切り替えが可

能です。 
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6．接続手順 

 
6.4. EtherNet/IPユニットの設定 

EtherNet/IP ユニットの設定を行います。 
 

6.4.1. ハード設定 
EtherNet/IP ユニットのハードスイッチを設定します。 

 

使用上の注意  
電源 OFF 状態で設定してください。 

 

1 PLCの電源がOFF状態であるこ

とを確認します。 
 
※電源 ON 状態だと、以降の操

作において手順どおりに進め

ることができない場合があり

ます。 

 

2 EtherNet/IP ユニット前面のハー

ドスイッチの位置を、右図をも

とに確認します。 

3 ユニット番号設定スイッチを

「0」に設定します。 

4 ノードアドレス設定スイッチを

「01」に設定します。 
 
※ノード 1 のデフォルト IP アド

レスを「192.168.250.1」に設

定します。 
 
※デフォルトでは、ノードアド

レス設定スイッチで設定した

値が右記のように自 IP アドレ

スの 下位けたとなります。 
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6．接続手順 

5 EtherNet/IP ユニットに電源を投

入します。 
7 セグメント LED 表示により、

設定されているデフォルト IP ア

ドレス（「192.168.250.1」と表

示）とユニットが正常な状態で

あることを確認します。 
 
※電源 ON（再起動）時に、全セ

グメントが 2 回点滅後、1 度だ

け、EtherNet/IP ユニットに設

定されている IP アドレスが右

から左にかけて流れるように

表示されます。その後、正常

動作中は IP アドレスの下位 8
ビットが 16 進数（ここでは

「01」）表示されます。 
 

 

 16



6．接続手順 

 
6.4.2. CX-Programmerの起動とPLCオンライン接続 

プログラミングツール「CX-Programmer」を起動し、PLC とオンライン接続します。 
ツールソフトおよび USB ドライバを、あらかじめパソコンにインストールしてください。

また、USB ケーブルをパソコンと PLC に接続してください。 
 

1 CX-Programmer を起動します。

 

2 メニューバーから[PLC]－［自動

オンライン接続］－［直接接続］

を選択します。 

3 ［直接接続］ダイアログが表示

されますので、「接続形式」で

［USB 接続］を選択して［接続］

をクリックします。 

4 右図のダイアログが表示されま

すので、問題がないことを確認

し［いいえ］をクリックします。
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6．接続手順 

5 右図のダイアログが表示され、

自動接続が実行されます。 

 

6 オンライン接続状態となったこ

とを確認します。 

※「 アイコン」が押された（凹

（へこ）んだ）状態であれば、

オンライン接続状態です。 

 

 

参考  
PLC とオンライン接続ができない場合は、ケーブルの接続状態等を確認してください。 
あるいは 2 項に戻って、3 項の接続形式等の設定内容を確認して再実行してください。 
詳細については、「CX-Programmer オペレーションマニュアル」(SBCA-337)の「第 6 章 PLC
との接続」を参照してください。 

 

参考  
以降の手順で説明している各種ダイアログは CX-Programmer の環境設定によっては表示さ

れない場合があります。 
環境設定の詳細については、「CX-Programmer オペレーションマニュアル」(SBCA-337)の
「3-4 CX-Programmer の環境設定（［ツール］｜［オプション］）」から、 
「■[PLC]タブの設定」を参照してください。 
本資料では、「PLC に影響する操作はすべて確認する」の項目がチェックされている状態を

前提に説明します。 
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6．接続手順 

 
6.4.3. I/Oテーブルの作成 

CPU ユニットの I/O テーブルの作成を行います。 
 

1 PLC の動作モードが「運転モー

ド」あるいは「モニタモード」

になっている場合は、以下の①

～③の手順にて「プログラムモ

ード」に変更します。 
 
①CX-Programmer のメニュー

バーから [PLC]－［動作モー

ド］－［プログラム］を選択

します。 
 
②右図のダイアログが表示され

ますので、問題がないことを

確認し［はい］をクリックし

ます。 
 
※ダイアログ表示に関する設定

については前ページの「参考」

を参照してください。 
 
③CX-Programmer のプロジェ

クトワークスペースにある、

PLC 機種右側の表示（右図参

照）が「プログラムモード」

になっていることを確認しま

す。 
 

 

 
 

 
 

 
（プロジェクトワークスペース） 

2 CX-Programmer のメニューバ

ーから[PLC]－［PLC 情報］－

［I/O テーブル・ユニット設定］

を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［PLC の I/O テーブル］ウィン

ドウが表示されます。 
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6．接続手順 

3 I/O テーブルウィンドウのメニ

ューバーから［オプション］－

［I/O テーブル作成］を選択しま

す。 
 
 
 
 
 
右図のダイアログが表示されま

すので、問題がないことを確認

し［はい］をクリックします。 
 
 
 
 
 
右図のダイアログが表示されま

すので、問題がないことを確認

し［はい］をクリックします。 

 
 

 
 

 

4 ［転送［PLC→パソコン］］ダイ

アログが表示されますので、［I/O
テーブル］と［高機能ユニット

設定データ］にチェックを入れ、

［転送］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
転送が完了すると［転送結果］

ダイアログが表示されます。 
ダイアログ中のメッセージを確

認し、転送に失敗していないこ

とを確認します。 
 
右図のとおり、 
「転送成功：1 ユニット」 
「転送失敗：0 ユニット」 
と表示が出ていれば、I/O テーブ

ルの作成は正常終了していま

す。 
 
[OK]をクリックします。 
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6．接続手順 

 
6.4.4. IPアドレスの設定 

IP アドレスの設定を行います。 
 

1 I/O テーブルウィンドウの［内蔵

ポート／インナーボード］をダ

ブルクリックしてツリーを開き

ます。 
さらに[[1500]CJ2M-EIP21]を右

クリックして、［高機能ユニット

設定の編集］を選択します。 

2 ［パラメータの編集］ダイアロ

グが表示されますので、[TCP/IP]
タブの「IP アドレス」欄で［次

のアドレスを使用する］を選択

し、「IP アドレス」には

「192.168.250.1」を、「サブネ

ットマスク」には

「255.255.255.0」をそれぞれ入

力します。 
入力後、［転送［パソコン→ユニ

ット］］をクリックします。 

3 右のダイアログが表示されます

ので問題がないことを確認し

［はい］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
パラメータのユニット転送が完

了したことを確認して、[OK]を
クリックします。 
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6．接続手順 
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4 右図のダイアログが表示されま

すので、内容を確認し、［はい］

をクリックします。 
 
 
 
ユニットの再起動が実行される

と、右図のダイアログが表示さ

れますので、内容を確認し、[OK]
をクリックします。 

 

 

5 IP アドレスが正しく変更された

ことを確認するために［照合］

をクリックします。 

6 パラメータの照合が一致したこ

とを確認してから、[OK]をクリ

ックします。 

 
 

 

7 ［パラメータの編集］ダイアロ

グの[OK]をクリックします。 



6．接続手順 

 
6.4.5. Network Configuratorの起動とEDSファイルのインストール 

「Network Configurator」を起動し、EDS ファイルをインストールします。 
 

1 I/O テーブルウィンドウの［内蔵

ポート /インナーボード］内の

[[1500]CJ2M-EIP21]を右クリッ

クし、［専用ツール起動］－［設

定を引き継いで起動］を選択し

ます。 

 

2 ［専用ツール選択］ダイアログ

で[Network Configurator]を選択

し、[OK]をクリックすると、

Network Configurator が起動し

ます。 

 

（Network Configurator） 

ネットワークウィンドウ ハードウェア

リスト 
ウィンドウ 
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6．接続手順 

3 以降は Network Configurator の
操作になります。 
 
EDS ファイルをインストールし

ます。 
メニューバーから［EDS ファイ

ル］－［インストール］を選択

します。 

4 インストールするEDSファイル
[368-9523-EDS_ABCC_EIP_V_
2_2.eds]を選択し、［開く］をク

リックします。 
 
※EDS ファイルの入手方法に関

しては、「5.2 デバイス構成」

の「使用上の注意」を参照し

てください。 
 

5 右図のダイアログが表示されま

すので、内容を確認し［いいえ］

をクリックします。 

 

6 EDS ファイルが正常にインスト

ールできると、右図のようにデ

バイスが追加されます。 
EtherNet/IP Hardware リストに

デバイスが追加されていること

を確認します。 

 

 
 

使用上の注意  
以降の手順を実施する前に、LAN ケーブルが接続されていることを確認ください。 
接続されていない場合、各機器の電源を OFF にしてから LAN ケーブルを接続してください。
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6．接続手順 

 
6.4.6. PLCオンライン接続と構成アップロード 

PLC とオンライン接続し、ネットワーク構成のアップロードを行います。 
 

1 Network Configurator のメニュ

ーバーから［オプション］－［イ

ンターフェースの選択］－[CJ2
USB/Serial Port]を選択します。

2 メニューバーから［ネットワー

ク］－［接続］を選択します。 

 

3 ［インターフェースの設定］ダ

イアログが表示されます。 
「ポートタイプ」を[USB]に、 
「通信ポート」を[OMR0]に、 
「通信速度」を[115200 Bit/s]に
それぞれ設定し、[OK]をクリッ

クします。 
 

4 ［接続ネットワークポートの選

択］ダイアログが表示されます

ので、[Back Plane]－
[CJ2M-EIP21]の順にツリーを開

き、[TCP：2]を選択して[OK]を
クリックします。 

 

5 ［接続ネットワークの選択］ダ

イアログが表示されますので、

そのまま [OK]をクリックしま

す。 

 

6 正しくオンライン接続できた場

合、図示の場所が青に変わりま

す。 
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6．接続手順 

7 現在設定の IP アドレスを取得す

るために、機器構成をパソコン

にアップロードします。 
 
メニューバーから［ネットワー

ク］－［アップロード］を選択

します。 

8 右図のダイアログが表示されま

すので、問題がないことを確認

し［はい］をクリックします。 

 

9 ［対象デバイス］ダイアログが

表示されますので、必要なアド

レスが表示されていることを確

認し、[OK]をクリックします。 
 
※使用環境により表示されるア

ドレスは変わります。［追加］、

［編集］を操作して、接続し

たいアドレスを一覧に表示さ

せてください。 
 

 

10 デバイスパラメータの読み出し

が実行され、完了すると右図の

ダイアログが表示されます。 
内容を確認し、[OK]をクリック

します。 

 

11 アップロード後のネットワーク

ウィンドウ上において、各ノー

ドの設定 IP アドレスが以下に更

新されていることを確認しま

す。 
ノード 1 の IP アドレス： 
「192.168.250.1」 
ノード 4 の IP アドレス 
「192.168.250.4」 
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6．接続手順 

12 Network Configurator のネット

ワークウィンドウ上でノード 4
のデバイスを右クリックし、［パ

ラメータ］－［編集］を選択し

ます。 
 

13 ［デバイスパラメータの編集］

ダイアログが表示されます。 
以下の設定を行い、[OK]をクリ

ックします。 
 ・Output Size：2 
 ・Input Size：2 
 

 27



6．接続手順 

 
6.4.7. タグの設定 

送信エリアと受信エリアのタグを登録します。 
対象となるノードの受信設定、送信設定の順序で説明します。 
 

1 Network Configurator のネット

ワークウィンドウ上でノード 1
のデバイスを右クリックし、［パ

ラメータ］－［編集］を選択し

ます。 

2 ［デバイスパラメータの編集］

ダイアログが開きますので、［タ

グセット］タブを選択します。 

3 ［タグ編集］をクリックします。
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6．接続手順 

4 ［タグの編集］ダイアログが表

示されますので、［入力-受信］タ

ブを選択し、［新規］をクリック

します。 
ここでは、ノード 1 が受信する

エリア（ノード 4→ノード 1）を

登録します。 

5 ［タグ設定］ダイアログが表示

されます。 
各パラメータを以下のように入

力します。 
［タグ名］：D10100（ノード 1
への入力データ先頭アドレ

ス） 
［サイズ］：2(Byte) 

 
入力後、［登録］をクリックしま

す。 

 

6 ［タグ設定］ダイアログが表示

されたら、［閉じる］をクリック

します。 

 
 

参考  
データリンクパラメータのタグ設定で指定するサイズは 2Byte（バイト）単位で指定します。
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6．接続手順 

 

7 ［出力-送信］タブを選択し［新

規］をクリックし、［新規］をク

リックします。 
ここでは、ノード 1 が送信する

データ（ノード 1→ノード 4）を

登録します。 

8 ［タグ設定］ダイアログが表示

されます。 
各パラメータを以下のように入

力します。 
［タグ名］：D10000（ノード 1
からの出力データ先頭アド

レス） 
［サイズ］：4 (Byte) 

 
入力後、［登録］をクリックしま

す。 

 

9 ［タグ設定］ダイアログが表示

されたら、［閉じる］をクリック

します。 
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6．接続手順 

10 登録終了後、［タグの編集］ダイ

アログの [OK]をクリックしま

す。 

11 右のダイアログが表示された

ら、問題がないことを確認し［は

い］をクリックします。 

 

12 ［デバイスパラメータの編集］

ダイアログが表示されます。 
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6．接続手順 

 
6.4.8. コネクションの設定 

設定したタグに対して、ターゲットデバイス（コネクションを開設される側）のタグと、

オリジネータ（コネクションを開設する側）のタグを関連付ける設定を行います。 
 

1 ［デバイスパラメータの編集］

ダイアログの［コネクション］

のタブを選択します。 
その後、「未登録デバイス一覧」

の中にある[192.168.250.4]を選

択し、図示の［↓］をクリック

します。 

2 ［ 登 録 デ バ イ ス 一 覧 ］ に

[192.168.250.4] が登録されま

す。 

3 ［登録デバイス一覧］のノード 4
を選択している状態で、［新規］

をクリックします。 
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6．接続手順 

4 ［コネクション割付］ダイアロ

グが表示されますので、［コネク

ション I/O タイプ］のプルダウン

メ ニ ュ ー か ら [Exclusive 
Owner]、「オリジネータデバイ

ス」および「ターゲットデバイ

ス」の各設定欄に、プルダウン

メニューから選択して、以下の

表に示す値を設定します。 
［登録］をクリックします。 
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■コネクション割付の設定 
Exclusive Owner コネクション I/O タイプ 

入力タグセット D10100 – [2yte] 

5 ［コネクション割付］ダイアロ

グが表示されますが、何も入力

せず［閉じる］をクリックしま

す。 

6 ［デバイスパラメータの編集］

ダイアログに戻りますので、

[OK]をクリックします。 

7 コネクションの割り付けが終わ

り、データリンクパラメータが

完成すると、ネットワークウィ

ンドウのデバイスアイコンに登

録先ノードアドレスが表示され

ます。 

 

コネクションタイプ Multi-cast connection 
オリジネータデバイス 

D10000 – [2yte] 出力タグセット 
Point to Point connection コネクションタイプ 
Input_100– [2yte] 出力タグセット ターゲットデバイス 
Output_150 – [2yte] 入力タグセット 



6．接続手順 

 
6.5. 設定転送と接続状態確認 

パラメータを転送し、ネットワーク接続状態を確認します。 
 

6.5.1. パラメータの転送 
設定したパラメータを PLC に転送します。 
 

1 ネットワークウィンドウ上でノ

ード 1 のデバイスを右クリック

し、［パラメータ］－［ダウンロ

ード］を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
右図のダイアログが表示されま

すので、問題がないことを確認

し［はい］をクリックします。 
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2 タグデータリンクパラメータ

が、Network Configurator から

PLC にダウンロードされます。

 

3 右図のダイアログが表示されま

すので、内容を確認し、[OK]を
クリックします 

 
 

使用上の注意  
手順の途中で PLC の電源を再投入したような場合、［動作中デバイス一覧］ダイアログが表

示されます。この場合、［プログラムモードに変更しダウンロード］をクリックしダウンロ

ードを実行します。ダウンロード完了後、ダウンロード開始前の状態に戻すかの確認画面が

表示されますので、「いいえ」を選択して、プログラムモードのままにしてください。 

 



6．接続手順 

 
6.5.2. 接続状態の確認 

EtherNet/IP 通信が正しく実行されていることを確認します。 
 

1 タグデータリンクが正常に行われて

いることを各ユニットの LED で確

認します。 
 
・オムロン製ユニットの場合 
正常時の LED 状態は以下のとお

りです。 
[MS]：緑点灯 
[NS]：緑点灯 

 
（オムロン製ユニット） 
 
 
 

[COMM]：黄点灯  
[100M]または[10M]：黄点灯 

 
・アイエイアイ製ユニットの場合 

 
 

正常時の LED 状態は以下のとお

りです。 
[MS]：緑点灯 
[NS]：緑点灯 

 （アイエイアイ製ユニット） 

2 タグデータリンクが正常に行われて

いることを Network Configurator の
［デバイスモニタ］ウィンドウのス

テータス情報を使用します。 
 
ネットワークウィンドウ上のモニタ

リングする対象ノードのデバイスア

イコンを右クリックし、［モニタ］を

選択します。 
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6．接続手順 

3 右図は［デバイスモニタ］ウィンド

ウの「ステータス 1」タブの内容で

す。 
 
右図と同じ項目にチェックが入って

いれば、データリンクは正常に行わ

れています。 

4 右図は異常ステータスの一例です。
 
異常内容を確認するには、「異常履

歴」タブを選択します。 

 

5 「異常履歴」タブの内容です。 
 
異 常 内 容 の 詳 細 に つ い て は 、

「EtherNet/IP ユニットユーザーズ

マニュアル」(SBCD-342)の「14-4 異
常履歴機能」を参照してください。

6 Network Configurator を終了しま

す。 
 

数字：ノード番号 

青：コネクション正常 

数字：ノード番号 

赤：コネクション異常 
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6．接続手順 

 
6.5.3. データ割り付けの確認 

正しい I/O メモリエリアにデータが割り付けられていることを確認します。 
 

 
ラダーセクションウィンドウで導通／現在値モニタを行う場合、またはウォッ

チウィンドウにて現在値モニタを行う場合、十分に安全を確認してから操作を

行ってください。 
ショートカットキーの誤操作によって、強制セット／リセット、またはセット

／リセットを行うと、CPU ユニットの動作モードにかかわらず、出力ユニット

に接続された機器が誤動作する恐れがあります。 
 

使用上の注意  
PLC の動作モードがプログラムモードであることを確認してください。 
プログラムモードでない場合は、6.4.3 の手順 1 で、プログラムモードに変更してください。

 

1 CX-Programmer のメニューバーか

ら[PLC]－［PLC 情報］－［PLC メ

モリ］を選択します。 

2 ［PLC メモリ］ウィンドウが表示さ

れます。 
PLC メモリウィンドウのリストか

ら、[D]をダブルクリックします。 

（PLC メモリウィンドウ） 
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6．接続手順 

3 ［D］ウィンドウの［先頭チャネル］

に「10000」を入力します。 
先頭チャネルが [D10000]に変わっ

たことを確認します。 

4 メニューバーから［オンライン］－

［モニタ］を選択します。 

 

5 ［メモリエリアのモニタ］ダイアロ

グが表示されます。 
[D]にチェックを入れて、［モニタ］

をクリックします。 

6 [D10000]を選択し、［現在値設定］

をクリックします。 

7 ［現在値設定］ダイアログが表示さ

れますので、［値］に「1111」を設定

し、[OK]をクリックします。 
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6．接続手順 

8 [D10000]の値が、[1111]になります。

9 「RC 用パソコン対応ソフト」のメ

ニューバーから［モニタ］－［ステ

ータス］を選択します。 
※ツールを終了している場合は、

6.3.2 の手順 3～6 を実行してくだ

さい。 
 

 

10 

 

左側リストの［接続されている軸］

欄から［軸番号（ここでは［軸

No.00］）］を選択し、［＞］をクリッ

クします。 
 
右図のとおり、右側リストの［選択

された軸］欄へ［軸番号］が移動し

てから、[OK]をクリックします。 

11 ［ステータス］ウィンドウが表示さ

れます。 
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6．接続手順 

12 ［入力データ（PIO パターン＝0）］
の［状態］が上から順に以下のよう

になっていることを確認します。 
[ON] 
[OFF] 
[OFF] 
[OFF] 
[ON] 
[OFF] 
[OFF] 
[OFF] 
[ON] 
[OFF] 
[OFF] 
[OFF] 
[ON] 
[OFF] 
[OFF] 
[OFF] 

※［入力データ（PIO パターン＝0）］
の 一 番 上 の 項 目 [PC1] が

[DN00_OUT]の［ビット 0］に相

当し、以下 4 項目ごとに区切り

ON＝1、OFF＝0 として 16 進数で

表記すると、［状態］は「1111」を

表しており、手順 6 でセットした

値と一致していることがわかりま

す。 

 

 

13 ［出力データ（PIO パターン＝0）］
の内容を記録します。 
 
※右図の例では、［出力データ（PIO
パターン＝0）］の［状態］を手順

10 と同様に 16 進数で表記すると

「6000」になります。 
 

 

14 ［先頭チャネル］に、[10100]を入力

します。 
[D10100]の値が、「6000」であるこ

とが確認できます。 
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7．初期化方法 

 

7. 初期化方法 
 
本資料では、各機器が工場出荷時の初期設定状態であることを前提としています。 
初期設定状態から変更された機材を利用される場合には、各種設定が手順どおりに進まない

場合があります。 
 

7.1. EtherNet/IPユニット 

EtherNet/IP ユニットの設定を初期設定状態に戻すためには、 6.4.4 項の手順で、

「CX-Programmer」の I/O テーブルウィンドウにて、「CJ2M 用内蔵 EtherNet/IP ポート」を

選択した状態で右クリックし、メニューから［高機能ユニット設定の編集］を選択します。 
［パラメータの編集］ダイアログが表示されますので、［リスタート］をクリックします。 
［ユニットのリスタート］ダイアログが表示されますので、［出荷時設定に戻して再起動］を

選択して処理を進めてください。 

 

 

 
7.2. アイエイアイ製コントローラACON/PCON 

アイエイアイ製コントローラ ACON/PCON の初期化方法については、「パソコン対応ソフト 

取扱説明書」(MJ0155)の「付録：パラメータ（工場出荷時）初期化方法」を参照してくださ

い。 
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8．改訂履歴 
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8. 改訂履歴 
 

改訂記号 改訂年月日 改訂理由・改訂ページ 

A 2011 年 9 月 21 日 初版 
B 2011 年 11 月 11 日 誤記修正 
C 2013 年 8 月 23 日 「1.関連マニュアル」マニュアル追加・1 ページ目 

「3.注意事項」安全に関するマークおよび図記号の説明追

加・3 ページ目 
「5.1.対象機器」コントローラ ACON / PCON の形式追加と

ロボシリンダの形式記載を省略・4 ページ目 
「6.5.3.データ割り付けの確認」安全に関する表示追加・37
ページ目 
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